
 低遅延な5Gを適用することで遠隔からリアルタイムに建設機械の
操縦が可能になります。

 5Gの高速大容量通信により高精細な映像を複数伝送することが可
能になります。

実証実験/PoC段階

 遠隔操作により建機を高精度で操作するためには低遅延な無線技術
が求められ、低遅延な5Gが有効です。

 複数の高精細な映像を5Gの大容量通信により伝送することで、建設
機械の操作に必要な情報を取得することができます。

 5Gを活用することでよりリアルな遠隔操作の実現を目指します。

5Gを用いた建設機械車両の遠隔制御J-26

遠隔操作コックピット

5Ｇを活用して建設機械を遠隔操縦することで
人手不足の解消や効率的なオペレーションを目指します

★

本展示は(株)ソリトンシステムズの
Zao-SH – Ultra Low Latency Mobile Encoder を使用しています


